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である . 物 で重要なの は シ ナリオ で ある . 多く の

道具 があればより現実 に近 い 形 で の O S C E が可

能となる . 場所は学校の よ うな部屋数 が多い と こ

ろが理想的である .
コ

ー デ ィネ ー タ の 仕事は ｢人

をうまく使う こ と+
,
それが ほ とんどす べ て で あ

る . 人に仕事を振り分けて 任せ る ための 仕事をす

る
,
それが コ ー ディ ネ ー タ の 主たる役割 である .

I I . 医 師 部 門

1 遺伝性血管神経性浮腫の一例

今 井 教 雄 ・ 広 瀬 保 夫 ・ 木 下 秀 則･ 広瀬 保夫 ･ 木下 秀別

田 中 敏 春 ・ 渋 谷 倫 子 *渋谷 倫子
*

新潟市民病院救命救急セ ン タ ー

同 皮膚科 *

症例は顔面の 浮腫と軽度の 呼吸困難を訴え来院

した 2 3 歳の 男性で ある . 1 9 歳時より同様 の 症状

が月に 1 回程度あり
,
また母親にも似たよう な顔

面 ･ 四肢の 浮腫 があ るとの こと で ある.

今回の経過はiF一 成 1 4 年 5 月 6 日 1 0 時頃, 前額

部に軽 い打撲を受け , 同日 1 5 時頃より両側 頬部

に浮腫が 出現
,
5 月 7 日顔面の 浮腫 が増悪 し

,
呼

吸困難も出現 し たため
, 当院皮膚科外来を受診 し

遺伝性血管神経性浮腫 の疑 い で 当科即入 院と な っ

た .

来院時 , Q u i n c k 浮腫 に準じ た治療を行 っ た が
,

顔面の 浮腫は次第に悪化 し
,
更に 呼吸困難を訴 え

た ため
,
C l -i n a cti v at o r 製剤点滴静注を行 っ たと こ

ら
,
浮腫は著明に改善し 5 月 9 日退院とな っ た.

本症に対 して 救急 医療 上 気道管理が最大の 問

題と なり
,
喉頭浮腫 により窒息死する こと もしば

しばある ため
,
機 を失せ ずに適 切な気道確保をす

る必要がある . 薬物治療上の 問題点と して は
,
ス

テ ロ イ ドや抗 ヒ ス タミ ン薬 など
,
従来の 薬物療法

はほとん ど効果が なく
,
ま た治療薬の C l -i n a ctiv a -

t o r 製剤 は常備 されて な い こ と が多く
,
人手 が困

難 で ある .

2 大量アセトアミノフェン服用による死亡例の

検討

大橋さとみ・肥田誠治・本多忠幸大橋さとみ･

遠 藤 裕 ・ 山 本 智 ・ 小 村 昇

風間順一郎*

新潟大学医歯学総合研究科救急医学分野

同 附属病院集中治療部
*

今回我々 は大量の ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ン月l 弼 後
,

急激な経過 で死亡した症例を経験 した . 症例は 2 0

歳女性. 2 0 0 1 年 2 月 1 日 1 8 時
,
ア セ トア ミ ノ フ

ェ ン 1 0 0 g を含有する感 冒薬を服用 . 2 月 2 日 0

時
,
近医受診時JC S 2 0 , シ ョ ッ ク ,

代謝性ア シ ド
- シ ス

, 血小板減少,
ト ラ ンス ア ミ ナ - ゼ軽度上

罪. 輸液 で循環動態は改善
,
胃洗浄

,
血液吸着が

行われた . 2 月 3 日, 劇症肝炎, 横紋筋融解
,
腎不

全と なり意識 レ ベ ル が低
‾
F し血奨交換

,
血液渡過

施行 . 肝移植が 考慮 され,
2 月 3 日 2 2 時

,
当院

I C U に入室 し たが
,
シ ョ ッ ク が持続し数時間後に

死 亡した . ア セ トア ミ ノ フ ェ ン中毒 で は受診早期

の 代謝性 ア シ ド - シ ス 症例 は死亡率 が高 い と さ

れ
,
英国 で は早期 に肝移植 の 適応が 考慮 さ れる .

ア セ トア ミ ノ フ ェ ン中毒 で は本症例の 様に急激に

肝不全が進行する事があり
, 肝移植を念頭 に置く

場合
,
発症早期 に予後を判定する必要 があると考

えら れた .

3 外傷性心破裂の 1 例

木 下 秀 則 ・ 田 中 敏 春 ・ 広 瀬 保 夫

山 崎 芳 彦 ・ 中 沢 聡 ・ 石 山 貴 章 *

高 橋 善 樹 * ・ 金 沢 宏 *

新潟市民病院救命救急 セ ン タ ー

同 心臓血管外科 *

心損傷は発生頻度 が少な い もの の受傷早期の 死

亡率が高く
,
外傷の 中で 最も緊急性の 高 い 疾患 で

ある . 今回受傷直後の 死を免れ
,
病院 に搬送され

た外傷性心破裂の
一

例を経験 した . 自宅ガ レ ー

ジ

で グ ライ ン ダ ー を用 い て 金属を切断 して い た と こ

ろ刃が折れ
,
前胸部を直撃 した . 来院時

,
シ ョ ッ

ク ･ 頚静脈怒張 ･ 奇脈を呈 し
,
心 エ コ ー で e c h o

f r e e sp a c e を認め た . タ ンボナ - デ型心損傷と診


